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乾田直線奴塔にかける濯水時期と初期生育の関係

4集期の硬水が安定しており2乗期の潮水は湛水匠楢

に類似し易く乾田の特質が失われ易い・

1湛水直搭栽培における発等の安定

発芽の安定化の面から搭種床面の堅さ（排水程度）戎

は種軌の催芽程度の関係を検討した結果・床面の軟い機

工種籾の沈下が見られ成詰率を落した・催牙の効果は高

く，偽種后のローラーは特に床面の排水悪い吻合不合理

であるが種　の移動防止の目的からのローラ‾は床面か

適当を堅さ並びに催芽が有利であろう・

乾田直播における地力発現と養分吸収について

青柳栄助・渡辺信二・中川義一

（山　形　県　展　試）

1．　ま　え　が　善

乾田直播級培の合理的な施肥法を考える地合には・直

捧水稲の養分吸収の特徴徴把握することが必要であるが，

これを移植水稲と比較すると一層明確になってくるもわ

と思う．昨年行った直播および移植の試験から・各々の

養分吸収と地力発現の様相について検討を加えたので報

台する・

2．　試験　方　法

1．供試土壌，山形農試圃鍛

え　品　　種　オオトリ

栽植密度　直拝　釦憫X9・2亡■1別棟（3・3卿）

移植　盟．7ChX払・5m　鎚株（3・3伊）

第1衣　　供試条件及収量的／♂）

　 項 目

区 名

1 〃 － 0

〃　　　　　　　　 P 2 0 5　　 g 20　　 1欧生 物ん
備　　　　 考

基 肥 l　0 確 水 時　0 椿 肥　0 計

0二言

基　 肥 基　 肥 わ　 ら 玄　 米

0．8 1．0 41．9 ‾諒二8

全　　　 篇
2　 全　 丘　 基　 肥 1．2 0 0 1．2 ∫ 鴇．6 40．2

3　 ％　　 基　　 肥 0．8 0 ．6 0．3 1．2 ■ 67．5 54．1 ％　 追　 肥

4　 移　 植　 〃　 －　 0 0 0 0 0 芯．5 紗．2

5　 移　 植　 綴　 準 0．6 U 0．15 0．75 52．5 54．4

以下3のガ基肥宛追肥区と追肥区と称す・

さ．結果及び考嚢

第2表の如く〃－0は有効茎歩合は高いが・出総則側

聞および登熟期閲の長いことが特徴のようであるが・最

高茎の時期は直樽が1週間早く，且つ茎数も多かった・

以上の各区から潅水時，分けつ盛期・幼穂形成凱樵猟

期及成熟期に相当する時期に抜取少一無枚成分の吸収状

況について検討を加えたところ次のような特異性が謎め

られた．

第　　2　　弄

最　 高　 量 有 効 茎

－′

刈 取

月 日月． 日 融 3 が

L　 乾 直 〃 － 0 】且／ヤⅡ 1 ．脾 餅）．0 10 ．17

え　　 ′　 基　 肥 3 ／V Ⅱ 2 ，1亜 錦 ．2 9 ．訂

a　 ・ 追　 肥 ■ 2 ，14 4 66 ．7 10 ．6

も ．移 植 〃 一 0 別／ヤⅡ 812 釦 ．4 9 ．茄

已　 ・ 綴　 準 1壬レヤ Ⅱ 1 ，偶 67 ．7 9 ．2

〟含有率は第1図の如く直樽と移植を比較すると施肥

区の拗合は温水時丈け高く，以後低濃度に経過するよう
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であるが，〟－OZ）場合は若干趣を異にし，潅水時に高

いが分けつ盛期に低下し幼穂形成期には再び高くなるよ

うな傾向であるが，このことは殊に出穂避く豊熟期間が

長くなることと関係が深いようである・なお直指の満水

時に高いことは根が切断されをレりとめであれ以後低い

ことは第2図の如く移植ユタ生育量が多い反面〟供給が

丁ささ、、二　　　　九月旦

／2ヲ「ゲJ■ゲ∫ノとこうゲ∫享∫

第2囲　乾　物　重

少いことのためと思われる．又〟一0の場合幼樵形成期

に高くなることは潜在地力がずれて遅くなることゝ関係

が深いようであるがとの裏付けとして指摘される点とL

①第3回に示す如く直播〟－0は滝水時から幼稚形成嘲

までと出穂以降の吸収量が移植〃－0よ少少いこと，

′　2，g　∫／～　ヲ　ー′　r

祭3図　　〃　吸　収　量

②それと関蹄し

てg鳥　は7月劫

日になって漸く

300巧Ⅷこなるこ

となどが具る点

である．

又直播〟施用

法の差について

みると，滝水時

は含有率の差が

認め難い程度で

あるがそれ以後

には追肥区が高

く経過するよう

である．

〃吸収量：第8回の如く，直指の各区は穂揃を頂点と

して拍横ばい状態であるの忙対し，移植は成熟期まで吸収

量が増加することが異る点てをる．なお基肥区は分けつ

盛期以後の吸収量の増加が停滞気味であれ且つ以後の

増加する勢が〃－0と類似していることなどから考える

と吸収量から見た基肥〃の効果は分けつ盛期頃までと推
定される．

P20‘…含有率は第4図の如く直播区が〃同様に漕水時

に高レHが以後低く経過し絶抽朋頃には差が僅少になる．

なお吸収量は〃と同様を傾向をたどる．

含　有　率

61

／　～　う　ず　∫

／2　三l　〆．∫・声　√

第4囲　　P205含有率および吸収量

瓜0：底格が低含有率であるが吸収量は大体類似した
吸収傾向である．

含有率　　　％　吸収量

第6回　瓜0含有率および瓜0吸収量

SHも第6回の如く含有率は常に移植上カ高く吸収量

も明らかに多い．

∫クー0，および〟gOは分けつ盛期及至は幼穏形成期まで

は直靖の方が高いが以後低く在るなどの特徴があるが弟

7図の如く大きを差がある．即ち活着及成熟期は差が少

いれ分けつ盛臥幼稚形成期及樵揃のわら部は移植の

約倍の含有率になってお力，したがって吸収量も大きな

差があった．
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含有率　　倣　吸収量

／　2　5　タ【√
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第6図　　SiO2含有率及吸収量

4．　摘　　　　要

L　直播及移植〃一0の〃吸収経過から潜在地力の出

方を推定すると直後は海水時から幼隠形成期はてと出抵

以降の供給登が少いようであれ又基肥〟は分けつ盛期

甥親頃ませの効▼果しか期待出来ないようであるので地力

〃供給力の不足を補うような適切な肥培管理を必要とす

え　席捲のSi02の吸収量が多いことから奪取量を勘

来した施用が必要である・

乾田直播における湛水期と稲の生育について

佐　藤　　隆・青　田　　酒

（山　形　県　鼻　就）

1．　は　し　が　き

乾田直格に封いて，畑状態から湛水に切少換えること

によ少，水稲が苗化する現象が往々にして見られる・こ

の甚しい場合は，斉化から更に条身が細くな少，枯妃に

至る地合もある．この現象につしへて木戸氏は，急激を環

境の変化（畑状態一湛水状態）にかしわらず健生組抱の

発達が，これに伴をわない為であるとし．岡島氏は・畑

水分状態から湛水の水田状態に移った場合，水稲は湛水

状態に反応して，ただちに根の酸化力が強くたわ・それ

と共に鉄の吸収が弱くなるためのタロロシムであると云

われた．
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‾電着らは，この現象が2－3秦期の初宙期迄に艮く現

れ，5～6農のやゝ伸長した帝で吐余力見受けられない

ことから，稲の生育期中に外界の影響に対して，感受性

の高いSJ昭・があるので虹をいかと考え，以下の実験を

＝ル㍉　2，3の知見を得たので報告する．

2．　実　験　方　法

供試品種：オオトリ，比聖・1．はて選種した・施肥条件．

土壌は長年：無肥栽培を行った田土を用い．次の様にし

た．

①　無肥条件　　②　原肥条件（旭万ポット当の硫安

2g）　③　多肥条件（全土6g）で，2区制とし，

乾田状態で播種した．

湛水勅；各条期毎に揃えて湛水を持った．

5・　実　験　結　果

○－1鵬1叫的

＼＿ユ匹だ摘．鮭　■色は集色穀だ上州・Ⅴ－l・〟‾2義
の平均とした．

月　盲‾　　　8　　　　　　　　　　　　5　　　　8
膿水1納①　　◎　　①　　①　　　　　　　　　①　　◎　　⑳　・赴

鰐1図　湛水による秦色の変化


